






















【目的】 TKA後の関節液中のPE摩耗粉を分離し、新しいコンセプトのMedialPivot TKA (MP型)と
golden standardともいえるPosteriorStabilized TKA (PS型〉を比較、検討することである。


































の差は有意ではなかった (p=0.470)oPE摩耗粉の関節液内総量は、 PS型1.16:t0.57X 108、MP型0.09:t
0.03x 108とMP型の方が少なく、その差は有意であった (p=0.004)。円相当形はPS型0.78:t0.08μm、
MP型0.67:t0.06μm、針状比はPS型2.30:t0.2、MP型1.90:t0.16であった。円相当形と針状比に関して
は、 2群間での差は有意ではなかった。
【考察】人工膝関節設置初期のPE摩耗に関して、新たに開発されたMP型は、良好な長期成績の報告が
ある既存のPS型よりも少なく、優れている事が示された。本研究によりMP型の低摩耗が理論的には予見
されるが、人工膝関節の弛みはmultif actorialで、あるためその証明には、今後長期臨床経過を注意深く観
察する必要がある。
以上の研究は、高齢化社会に伴い人工膝関節置換術の需要が増加することが予想される現状において、
新しく導入された人工膝関節を早期に評価する方法のーっとして寄与するところが大であると考えられるo
よって本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値すると認められた。
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